
した 1985年頃に始まった。日本オ

ラクル　常務執行役員の三露 正樹

アライアンス統括本部長は、当時か

らのNTTデータとの関係を次のよ

うに語っている。

「NTTデータ様の創立20周年、大

変おめでとうございます。NTTデ

ータ様は、日本を代表するSIerと

して、日本の ITシステム構築のリ

ーダーとして活躍されており、また、

私どもも期待が大きいSIerである

と考えています。オラクル製品を

NTTデータ様に本格的にご採用い

ただいたのは、大規模で複雑な環境

向けに設計されたOracle Database

7からです。それ以後今日まで、公

共・金融・法人のすべての分野へご

提供することができ、世界を代表す

るようなミッションクリティカルな

システムをご一緒にお客様へご提供

できてきたことは、私どもとしても

光栄です。」

2005年以降オラクルは、“オラク

ル＝データベース”という構造から

脱却し、新たな収益源を確保するた

めにM&Aを加速。これまでに39社

を買収した。これによりオラクルは、

ソフトウェアベンダーとして、デー

タベース以外のSOA・ECM・BI

を中心としたミドルウェア製品

「Oracle Fusion Middleware」や

CRM・SCM、HCMなどのビジネ

スアプリケーション製品「Oracle

Applications」に大きく進出してき

たことでオラクル自身もその姿と、

ソフトウェアベンダーとしての価値

が大きく変化した。

そして、NTTデータとオラクル

との関係もデータベース製品以外

に、ミドルウェアやビジネスアプリ

ケーション製品までをインテグレー

ションし、顧客の企業経営の核とな

るプラットフォームを提供するパー

トナーとなっている。

「データベース製品中心のビジネ

スから過去３年、オラクルは変化し

オラクルの 30年の歴史は、常に

データベース業界をリードする最先

端の技術を提供し、世界No.1のシ

ェアを獲得している。そしてその延

長線上にある「Oracle Database

11g」は、「Real Customer Release」、

すなわち顧客にとってのバリューを

第一に考えたリリースとし、開発だ

けではなくシステムの検証・維持・

運用を含めた ITコストを大幅に削

減することが可能だ。顧客が抱える

共通課題である ITシステムの維

持・運用にかかるコストの削減を支

援し、新規サービスなどの戦略的な

IT投資の価値を最大化するために

必要なプラットフォームをフルスタ

ックで提供するオラクル。

ここでは、NTTデータとオラクル

のこれまでのリレーションの実績を

紹介するとともに、オラクルがNTT

データに向け、最近特に注力してい

る「Oracle AIA」（アプリケーショ

ン・インテグレーション・アーキテ

クチャー）、SOAや「Oracle VM」な

どの最新ソリューションを紹介する。

日本オラクルとNTTデータとの

関係は古く、オラクルが日本に進出
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ています。それはM&A戦略により

品揃えが大幅に増えたオラクル製品

を、私どもは、お客様の目線で、お

客様にとってどのようなバリュー

（価値）が提供できるかについて正

確にご提案することに努めていま

す。これは現在のオラクル製品が、

より付加価値の高い製品になってい

ることから、製品のメリットを理解

し、活用していただく必要があるか

らです。ミドルウェア、ERPなど

のパッケージ製品や業界特化のソリ

ューションなどがその代表的な製品

です。そこで、私どもではエンドの

お客様へオラクルの方向性をご理解

いただくために、ITシステムの運

用方法などまでご紹介しています。

そして、従来以上にパートナー様と

のアライアンスを強化し、オラクル

製品をシステムに実装していただく

ことを目指しています。そのような

状況の中、NTTデータ様は、エン

ドのお客様へ一番近く、広範囲なビ

ジネス領域でお客様へ ITシステム

をご提供しているSIerであり、ま

た、メインフレームからクライアン

ト／サーバシステムによるオープン

システム、Webシステムまで、日

本の ITシステムのトレンドを作っ

てこられたのもNTTデータ様であ

ると考えています。私どものような

ソフトウェアベンダーの提供する製

品を実装方法からシステム構築・運

用まで、お客様の目線で現実的な価

値を最終的に判断し、お客様へご提

供しているSIerがNTTデータ様で

す。」（前出　三露 正樹アライアン

ス統括本部長）

ITシステムの運用形態も変化し

ている。最近は、SaaSや RaaS

（Resource as a Service）などの提

供形態も注目されている。

「お客様の求めるITの運用形態や

ソフトウェアの提供形態が変化して

いる状況で、ソフトウェアとハード

ウェアのメリットを正確に評価され、

お客様へ訴求されるNTTデータ様

が、注目されているSIerです。一方

でオラクルは、実績のある従来型の

『On Premise（自社運用型）』と『On

Demand（SaaS型）』の2種類に分類

し、お客様の求める形態でご提供で

きるソフトウェアベンダーです。更

にはサービスのプラットフォーム

（基盤）の共通化により、お客様へサ

ービスを提供することがSIerのメイ

ン業務と志向するNTTデータ様の取

組みに対して、オラクルは、ご支援

していきたいと考えています。具体

的には、Oracle Fusion Middleware

やSiebel On DemandなどのSaaS型

のサービスをNTTデータ様のサービ

スメニューの中に融合していただく

ことをご提案しています。」（前出

三露正樹アライアンス統括本部長）

オラクルは現在、図1に示すよう

に、ネットワークインフラ以外の
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テムの導入・運用コストを大幅に削

減することが可能となります。」と

語っている。

オラクルの提供するビジネスアプリ

ケーション製品「Oracle Applications」

は、Outside-In（アウト・サイド・

イン）という考え方をベースに疎結

合でデザインされ、使いやすいこと

が特長だ。

「最近の企業経営の形態の変化やグ

ローバル対応により、企業システム

は自社内の最適化だけでは、新しい

ビジネスモデルや経営の変化に対応

できなくなっています。また、新製

品の早期投入が求められることによ

って製品開発のための市場とのやり

とりなどが発生しています。これら

により、企業経営を支えるステーク

ホルダーが増加していることが現状

です。このような状況において、多

くのステークホルダーとのやりとり

をスムーズに実現するビジネスアプ

リケーション製品は、使いやすいこ

とが最重要です。例えば、オラクル

は、Agile社を買収したことにより、

PLMの領域においてグローバルで既

に実績が高く、使いやすい『Agile

PLM』を提供しています。Agile

PLMにより、企業は製品に関するす

べてのビジネスや技術情報を活用し、

全社とプロダクトネットワークを横

断する製品情報のシームレスな流れ

を作り出すことができます。さらに、

オラクルが提供するビジネスアプリ

ケーション製品は、疎結合型の考え

方でデザインされていますので、企

業経営の変化によるシステム変更が

発生した際でも、関連するステーク

ホルダーへの影響を最小限にするシ

ステムデザインが可能になります。

また、NTTデータ様には、オラクル

が提供するグローバルでのベストプ

ラクティスであるプラットフォーム

を日本の社会基盤インフラや業界横

断型インフラへ投入していただきた

いと考えています。」（前出　三澤 智

光製品戦略統括本部長）

企業システムに必要なコンポーネ

ITインフラをすべてハンドリング

できる唯一のソフトウェアベンダー

だ。日本オラクル　常務執行役員の

三澤 智光製品戦略統括本部長は、

オラクルプラットフォーム戦略につ

いて、「最近、SaaSやクラウドコン

ピューティングが、注目されていま

す。クラウドコンピューティングを

支える最大のテクノロジーは、

Gridです。つまり、CPUリソース

を最適化することです。オラクルは、

Grid Computingを推進している最

大のソフトウェアベンダーです。そ

こでNTTデータ様が今後、クラウ

ドコンピューティングの一角を担う

データセンターをご提供する際に、

オラクルは、Oracle Grid Computing

のテクノロジーにより堅牢で、ロー

コストな仕組みをサポートしていき

たいと考えています。次に重要な次

世代型コンピューティングインフラ

を支えるテクノロジーは、仮想化技

術とSOAです。オラクルは、クラ

ウドコンピューティングに必要なキ

ーテクノロジーであるGrid+仮想化

技術+SOAで新しいデータセンター

や ITインフラを支援します。つま

り、Grid+仮想化技術で統合された

共通インフラ基盤を構築し、SOA

でビジネス・プロセスを連携します

（図２参照）。こういったテクノロジ

ーによるアーキテクチャーを整備

し、クラウドコンピューティング環

境を支える ITインフラの構築を支

援していきたいと思います。しかも

オラクルの提供するテクノロジー

は、Open & Standardsな標準技術

によって提供していますので、シス
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ントの中間層「Oracle Fusion

Middleware」において、ビジネス

アプリケーション製品とOrac le

Gridとのビジネス・プロセスを連

携するSOAのテクノロジーが重要

である。様々な IT基盤上で多種多

様なアプリケーションが利用されて

いる現在の企業システムにおいて

「システム同士をどのようにつなぐ

か」は大きな課題となっている。シ

ステム連携が容易にできるようにな

れば、既存のアプリケーションを使

用してビジネスの即応性を向上させ

ることができる。さらに、新サービ

スを市場にタイムリーに投入してビ

ジネスの優位性を獲得したり、シス

テムの導入・運用コストを削減する

ことができる。そこで登場したのが、

SOAのテクノロジーを用いてアプ

リケーション同士をつなぐ、

Oracle AIAだ（図３参照）。

「オラクルの提供するSOAの最大

の特長は、『Oracle SOA Suite』と

呼ばれる定評のある使いやすい製品

を提供している以外に、Orac le

AIAというフレームワームも合わせ

て提供していることです。Oracle

SOA Suiteは、既に高い評価を確立

しているオラクルの最適なテクノロ

ジーと、業界標準のインターフェー

スにより構成され、SOAの構築と

既存のミドルウェア・プラットフォ

ームへのデプロイを可能にします。

そして、 Oracle SOA Suiteにより、

アプリケーションの粒度の設計や共

通のデータモデルを設計でき、サー

ビスの作成、管理とコンポジット・

アプリケーションやビジネス・プロ

セスへの統合を実現します。」（前出

三澤智光製品戦略統括本部長）

●短期間・低コストのパッケージ連携を

SOA技術で実現したOracle AIA

Oracle AIAは、複数のアプリケーシ

ョンにまたがるビジネス・プロセスを

作成するための、Open & Standards

な標準技術をベースにしたフレームワ

ークを提供する。このフレームワーク

は、現在のビジネス・プロセスを支援

すると同時に、長期的かつ戦略的なビ

ジネス変化に適応した機能を提供す

る。アプリケーションに依存しない

Oracle AIAにより、顧客はアプリケー

ションを自由に選択し、それらを活用

して柔軟なSOA上に各ビジネスに特

化したビジネス・プロセスを作成する

ことができる。

NTTデータが、これまで構築し

てきた IT基盤と既存のビジネスア

プリケーション資産であるプロセス

とデータをどう結びつけるかという

課題に対して、オラクルは、

Oracle AIAを提供する。Oracle

AIAにより、事前定義された業務プ

ロセスを、複数のアプリケーション

間で実行するための基盤を低コスト

で提供する。ある試算では、BPEL

プロセスをすべてカスタム開発した

場合と、Oracle AIAを利用した場

合を比較すると、約 85％のコスト

削減効果が見込まれるという。

Oracle Gridの下層のスタックに

オラクルは 2008年３月、サーバ仮

想化製品Oracle VMの提供を開始

した。Oracle VMが実現する仮想

化環境の特長は、大きく２つある。

その１つ目は、性能の向上。他の仮

想化製品と比べてオーバーヘッドが

３倍以上の効率化が図られている。

２つ目は、サポートの提供だ。オラ

クルのサポート組織によるバックア

ップ体制により、顧客はLinux OS

とオラクル製品を含めた仮想化環境

全体を、一本化されたサポート窓口

を通じて受けることができる。
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